
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

みんなのがっこう

こどもたちに夢と未来をつなぐまち
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平成 29 年度施政方針と予算概要

香美町公共施設等管理計画を策定しました！

香美町長・香美町議会議員選挙が行われます

役場各課などからのお知らせ　　ほか

145
平成 29 年（2017）

2

8

22
24

－ ラジオが聞きやすくなりました －

　3月 20 日、村岡体育館で香美町ラジオ難聴解消

対策事業完成式並びにラジオギャップフィラー開局

式が、金子めぐみ総務大臣政務官などを来賓に迎え、

行われました。

　この事業の完成でラジオ関西とＮＨＫ第一の 2波

が町内で聞こえやすくなりました。

（本号 23ページに関連記事を掲載）

香美町ラジオ難聴解消対策事業完成式並びにラジオギャップフィラー開局式
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

施
政
方
針

平
成
29
年
度

第
95
回
香
美
町
議
会
施
政
方
針
の
要
旨
（
一
部
抜
粋
）

　

平
成
29
年
度
は
「
第
２
次
香
美
町
総
合
計
画
」「
香

美
町
総
合
戦
略
」
の
２
つ
の
新
規
計
画
と
「
香
美
町
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
２
つ
の
延
長
計
画
の
実
質
２
年
目
を
迎
え
る
年
度
に

な
り
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
を
「
こ
ど

も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
〜
美
し
い
山
・
川

・
海 

人
が
躍
動
す
る 

交
流
と
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
し

て
〜
」
と
定
め
、
そ
の
重
要
施
策
を
位
置
付
け
る
総
合

戦
略
に
お
い
て
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」「
新

し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
」「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ

く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域

と
連
携
す
る
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
目
標
に
向
け
確
か
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
重

要
な
１
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
町
長
就
任
以
来
「
産
業
・
観
光
の
振
興
」「
町

　

第
95
回
香
美
町
議
会
定
例
会
が
２
月
22
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
開
か
れ
、

総
額
２
４
３
億
円
の
平
成
29
年
度
予
算
な
ど
が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
本
議
会
初
日
に
浜
上
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
（
一

部
抜
粋
）
と
、
平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
の
活
性
化
」「
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
」「
医
療
・
福

祉
の
充
実
」「
防
災
の
強
化
」「
交
通
の
確
保
」「
教
育

の
充
実
」
の
７
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
７
つ
の
重
点
施
策
の
着
実
な
る
推
進

こ
そ
が
、
総
合
計
画
、
総
合
戦
略
の
具
現
化
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
方
創
生
へ
の
道
程
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
、
今
一
度
各
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
施
策
を
深
慮
し
、

効
率
的
・
効
果
的
な
取
り
組
み
に
繋
げ
る
た
め
の
戦
術

・
戦
略
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
も
と
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
の
着
実
な
る
実

践
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
予
算
で
は
、
常
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
各
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、

従
来
の
枠
組
み
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
積
極
的
に
新
規

・
拡
充
事
業
を
打
ち
出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
が
こ
の
町
に
住
む
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
よ
り

豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
以
下
に

掲
げ
る
各
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

本
町
の
活
力
の
源
で
あ
る
観
光
を
基
軸
と
し
た
産
業

振
興
は
、
本
町
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
上
で
唯
一

無
二
の
道
で
あ
り
、
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
で

あ
る
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」
こ
と
に
通
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
他
市
町
に
な
い
誇
る
べ
き
地
域

資
源
を
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
魅
力
あ

る
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

４
年
目
を
迎
え
る
神
戸
営
業
所
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
テ
レ
ビ
を
初
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
へ
の
情

報
発
信
や
「
香
美
町
カ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」「
香
美
町
食
材

ホ
テ
ル
フ
ェ
ア
」
に
よ
る
特
産
物
の
さ
ら
な
る
販
路
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
本
町
の
全
国
的
な
知

名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
新
た
な
観
光
振
興
ポ
ス
タ
ー
制
作

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
町
内
事
業
所
が
抱
え
る
後
継
者
対
策
や
販
路

拡
大
と
い
っ
た
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め「
事
業
承
継
推
進
事
業
」「
販
売
促
進
支
援
事
業
」

に
継
続
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
従
来
の
「
中
小
企
業
人

材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
地

域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
を
設
け
、

引
き
続
き
企
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
来
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、

但
馬
牛
振
興
公
社
が
実
施
す
る
「
但
馬
牛
食
肉
セ
ン

■
産
業
・
観
光
の
振
興
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町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て

こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち

７
つ
の
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進

タ
ー
整
備
事
業
」
に
係
る
実
施
設
計
業
務
へ
の
支
援
な

ら
び
に
出
資
を
但
馬
内
市
町
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
衛
生
基
準
に
適
合
し
た
施
設
に
改
修
し
、
食
肉

の
安
全
安
心
を
図
り
「
但
馬
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
移
住
定
住

対
策
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
町
の
情
報
を
誰
も
が
気
軽
に
探
す
、
調
べ

る
、
知
る
手
段
を
提
供
す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
お
よ
び
移
住
定
住
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
有
効
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
都
市
部
で
の
相
談
会
へ
の
参
加
、
田
舎

暮
ら
し
フ
ェ
ア
な
ど
へ
の
出
展
・
参
加
を
積
極
的
に
行

い
、
本
町
の
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
町
の
情
報
に
興
味
を
持
っ
た
人
が
実
際

に
訪
れ
る
た
め
の
手
段
や
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
た

め
、
新
た
に
「
お
試
し
住
宅
の
整
備
（
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
物
件
の
活
用
）」「
空
き
家
利
活
用
促
進
支
援
事
業

（
家
財
道
具
搬
出
等
補
助
、
お
試
し
住
宅
家
賃
補
助
）」

を
、
移
住
希
望
者
の
活
動
支
援
と
し
て
「
移
住
促
進
支

援
事
業
（
移
住
希
望
者
の
来
町
経
費
補
助
）」
を
新
設
し
、

本
町
へ
の
訪
問
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
と
関
わ
り
、
移
住
へ
の
興
味
を
持
っ
た

人
へ
の
仕
事
や
住
居
な
ど
の
情
報
提
供
お
よ
び
起
業
希

望
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
既
存
の
起
業
・
創
業
支
援
事

業
に
加
え
、
新
た
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
オ
フ
ィ
ス
等
開
設

・
設
置
支
援
事
業
」
を
新
設
し
、
移
住
希
望
者
を
支
援

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る

「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
と
連
携
す
る
」
の
施
策
と

し
て
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
「
集
落
実
態
調
査
」

の
結
果
を
も
と
に
、
検
討
委
員
会
の
設
置
、
集
落
に
対

す
る
詳
細
調
査
（
聞
き
取
り
調
査
）
の
実
施
、
先
進
地

視
察
な
ど
を
行
い
、
集
落
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
着
実
に
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

■
町
内
の
活
性
化

　

総
合
計
画
で
は
、
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
を
掲
げ
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
木
質

チ
ッ
プ
の
安
定
的
供
給
体
制
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

林
地
残
材
の
収
集
に
よ
る
森
林
整
備
と
地
域
活
性
化
を

融
合
し
た
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
・
自
治
会
が
実
施
す
る
防
犯
灯
お
よ
び
集

会
所
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
を
引

き
続
き
実
施
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
お
い
て
は
「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産

・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、

将
来
的
に
年
少
人
口
約
２
千
人
の
維
持
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

か
ら
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
適
用
範
囲
を
「
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
」
を
「
小
学
４
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
（
高
校
在
籍
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
）」
に
拡
充
し
、
乳

■
医
療
・
福
祉
の
充
実

■
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
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か
し
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
学
校
園
は
、
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模

校
で
す
が
、
小
規
模
の
特
色
や
よ
さ
を
生
か
し
「
学

校
間
ス
ー
パ
ー
連
携
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
（
学
力
向

上
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
授
業
、
就
学
前
わ
く
わ
く
交
流

会
）」
な
ど
、
本
町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
学
校
園

づ
く
り
を
町
、
教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校
関
係
者
が

一
丸
と
な
り
、
保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
と
と
も
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
国
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
ま
ち
の
将
来
を
担
う
人

材
育
成
の
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層
精
力
的
に
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学

校
耐
震
化
事
業
が
全
て
完
了
し
、
耐
震
化
率
も
１
０

０
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
村
岡
中
学
校

体
育
館
の
大
規
模
改
修
、
香
住
第
二
中
学
校
の
大
規

模
改
修
に
係
る
実
施
設
計
お
よ
び
公
民
館
施
設
の
整

備
（
香
住
区
中
央
公
民
館
改
修
工
事
、
香
住
地
区
公

民
館
屋
上
改
修
工
事
、
射
添
地
区
公
民
館
屋
上
防
水

工
事
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

招
致
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
招
致
委
員
会
と
と

も
に
、
招
致
推
進
と
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
の
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
本
町
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
競
技
大
会
の
開
催
が
決
定
し
た
「
関
西

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
」
の
受

け
入
れ
体
制
の
構
築
に
向
け
、
大
会
運
営
委
員
会
の

設
置
な
ど
、
着
実
に
準
備
体
制
を
整
え
ま
す
。

幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
（
生
後
か
ら
小
学
３
年
生

ま
で
）
と
併
せ
、
本
町
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち

が
新
た
な
社
会
へ
の
旅
立
ち
の
節
目
と
な
る
年
齢
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す
。

　

一
方
、
村
岡
区
内
の
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
懇
話
会
、
保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
の
意
見
を

踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、母
子
保
健
対
策
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
産

婦
健
康
診
査
費
助
成
制
度
」「
新
生
児
聴
覚
検
査
費

助
成
制
度
」
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
妊
婦
健
康
診

査
費
助
成
制
度
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
お
よ

び
不
育
症
治
療
受
診
費
助
成
制
度
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
お
け
る
健
康
保
持
を
増

進
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
要
介
護
の

状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

日
常
生
活
が
継
続
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
推
進
す
る
た
め
「
地
域
介
護
拠
点
整
備
事

業
」
と
し
て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

を
整
備
す
る
新
規
事
業
者
に
対
し
助
成
し
「
介
護
職

員
確
保
対
策
事
業
」
と
し
て
、
町
内
事
業
所
の
介
護

職
員
を
確
保
す
る
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
と
と
も
に
新
規
就
業
者
に
対
す
る
３
年
間
の
助
成

制
度
を
新
設
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
に
か
け
て
小
代
区
お
よ
び
村
岡
区
の
整

備
を
完
了
し
ま
し
た
が
、
残
る
香
住
区
の
整
備
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
事
業
着
手
を
目
指
し
、

■
防
災
の
強
化

本
年
度
、
電
波
伝
搬
調
査
な
ど
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
は
全
町
で
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
、
と
り
わ
け
バ
ス
交
通
の
抜
本
的

見
直
し
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
度
初
め
て
導
入
し
た
「
デ
マ
ン
ド
運
行
」
の
拡

充
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
を

進
め
、
町
内
に
お
け
る
新
た
な
運
行
体
系
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
な
お
、
香
住
区
内
の
畑
香
住
線
を
市

街
地
巡
回
型
運
行
へ
見
直
し
た
こ
と
に
伴
い
、
狭
い

道
路
な
ど
で
の
安
全
安
心
な
運
行
を
確
保
す
る
た
め
、

小
型
ワ
ゴ
ン
車
１
台
を
購
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
玄
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
香
住
駅
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
景
観
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
可
能
と
な
る

改
修
に
係
る
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
道
路
交
通
網
の
整
備
は
、
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
早
期
完
成
は
不
可

欠
で
あ
り
、
特
に
佐
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
豊

岡
側
の
早
期
事
業
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国
道
９

号
笠
波
峠
除
雪
拡
幅
事
業
の
早
期
実
現
に
向
け
た
要

望
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
合
併
当
初
か
ら
ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
「
ふ
る
さ
と

に
学
ぶ
」「
ふ
る
さ
と
を
生
か
す
」「
ふ
る
さ
と
を
創

る
」
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
生

■
交
通
の
確
保

■
教
育
の
充
実
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（単位：千円、％）

会 計 区 分 平成 29 年度 平成 28 年度 比較増減 増減率

一 般 会 計 13,139,000 13,530,000 △ 391,000 △ 2.9

特 別 会 計 5,862,467 5,859,398 3,069 0.1

国民健康保険事業 3,165,210 3,216,350 △ 51,140 △ 1.6

事業勘定 2,805,000 2,830,000 △ 25,000 △ 0.9

佐津診療施設勘定 22,000 30,200 △ 8,200 △ 27.2

兎塚・川会診療施設勘定 37,800 47,300 △ 9,500 △ 20.1

小代診療施設勘定 184,300 190,000 △ 5,700 △ 3.0

兎塚・川会歯科診療施設勘定 116,110 118,850 △ 2,740 △ 2.3

後期高齢者医療保険事業 299,030 310,334 △ 11,304 △ 3.6

介護保険事業 2,336,890 2,262,385 74,505 3.3

財産区 1,803 928 875 94.3

町立地方卸売市場事業 782 1,860 △ 1,078 △ 58.0

国民宿舎事業 27,181 35,426 △ 8,245 △ 23.3

矢田川憩いの村事業 31,571 32,115 △ 544 △ 1.7

企 業 会 計 5,258,486 5,961,384 △ 702,898 △ 11.8

公立香住病院事業 1,565,008 1,556,671 8,337 0.5

収益的収支 1,316,662 1,345,077 △ 28,415 △ 2.1

資本的収支 248,346 211,594 36,752 17.4

水道事業 1,055,937 1,106,742 △ 50,805 △ 4.6

収益的収支 635,943 627,507 8,436 1.3

資本的収支 419,994 479,235 △ 59,241 △ 12.4

下水道事業 2,637,541 3,297,971 △ 660,430 △ 20.0

収益的収支 1,583,197 1,743,540 △ 160,343 △ 9.2

資本的収支 1,054,344 1,554,431 △ 500,087 △ 32.2

合　計 24,259,953 25,350,782 △ 1,090,829 △ 4.3

平成 29 年度の各会計予算

平成 29年度予算

総額 　　　億円のまちづくり243
●問い合わせ先　役場財政課

　本年度は「第２次総合計画」「総合戦略」の 2 つの新

規計画と、「過疎地域自立促進計画」「新町まちづくり計

画」の 2つの延長計画の実質 2年目を迎える年度となり、

PDCA サイクルに基づいて町政における 7つの重点施策を

効率的・効果的に実践させ、「こどもたちに夢と未来をつ

なぐまち」の実現を着実に推進させることを念頭に予算を

編成しました。

　その結果、一般会計と特別会計・企業会計を合わせた

本年度の予算総額は、242 億 5,995 万円となり、前年度の

253 億 5,078 万円に比べ、10 億 9,083 万円、率にして 4.3％

の減となりました。

　財政調整基金（予測できない収入の減や支出

の増加に備える基金）は、本年度末残高を 31

億 3,918 万円と見込んでいます。

　減債基金（借金返済費用の増加に備える基金）

は、将来の財政負担の対応として約 1億 6,900

万円を積立てることなどにより、本年度末残高

を 10億 870 万円と見込んでいます。

　特定目的基金（特定の目的に使える基金）は、

ふるさとづくり寄附金を積立て、必要な事業の

財源とするために取り崩すふるさとづくり基金

や、公共施設などの計画的な解体撤去、修繕、

更新のため新たに創設した公共施設等管理基金

などで、本年度末残高を 18億 5,151 万円と見

込んでいます。

　前年度末残高見込みは 387 億 4,283 万円

で、本年度発行額を 23億 9,070 万円、元金

償還額を 31億 7,113 万円としており、本年

度末残高は7億8,043万円減の379億6,240

万円と見込んでいます。

■一般会計における基金（貯金）の状況（図 1）

■全会計における町債（借金）の状況（図 2）
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平成 29年度末残高見込み
68億 330 万円

31億 3,918 万円

10億 870 万円

18億 5,151 万円

8億  391 万円
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（図 1）
基金の状況
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（図 2）
町債の状況
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き
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00
人件費
19 億 6,910 万円（15.0%）

扶助費
11 億 8,259 万円（9.0%）

公債費
19 億 3,515 万円（14.7%）

投資的経費（建設事業費）
18 億 2,691 万円（13.9%）

物件費
18 億 7,800 万円（14.3%）

補助費等
24 億 6,635 万円（18.8%）

その他
18 億 8,090 万円（14.3%）

｛
｛

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

一般会計予算の概要

　予算額は 131 億 3,900 万円で、前年度の

135 億 3,000 万円に比べて 3億 9,100 万円、

率にして 2.9％の減となりました。

　これは、北但ごみ処理施設整備事業に対す

る北但行政事務組合負担金の減、学校耐震化

事業の完了、繰上償還に係る公債費の減など

によるものです。

　減額となった主なものは、歳入では、繰上

償還のための減債基金からの繰入れが減と

なった繰入金などであり、歳出の性質別では、

投資的経費（建設事業費）や公債費、目的別

では衛生費や公債費などです。

■人件費
　職員の給料など
■扶助費
　福祉や医療にかかる経費
■公債費
　事業を行うために国や金融機関か
ら借り入れた町債（借金）の返済金
■物件費
　光熱水費、消耗品費、通信運搬費、
委託料など
■補助費等
　一部事務組合に対する負担金など
■その他
　維持補修費・積立金・投資及び出資
金・貸付金・繰出金など

●義務的経費（38.7%）
　毎年必ず支出しなければならない
経費（人件費・扶助費・公債費）
●投資的経費（13.9%）
　道路、学校など施設の建設、大規模
改修にかかる経費（建設事業費）

歳　　入歳　　出
一般会計予算額

131 億 3,900 万円

歳入
歳出
目的別

[ 町税内訳 ]
町民税　　　　6億 5,880 万円
固定資産税　　9億   937 万円
軽自動車税　　　　6,290 万円
町たばこ税　　　　9,770 万円
入湯税　　　　　　1,350 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]
分担金・負担金　　　8,096 万円
使用料・手数料　1億 3,003 万円
財産収入　　　　　　2,660 万円
寄附金　　　　　1億   738 万円
繰入金　　　　　1億 7,077 万円
繰越金　　　　　　　5,000 万円
諸収入　　　　　4億 2,539 万円

■町税
　個人と法人の町民税や固定資産税、町たばこ税など
■諸収入ほか
　分担金・負担金、使用料・手数料や寄附金、繰入金など
■地方交付税
　町の財政状況に応じて国から交付されるもの
■町債
　特定の事業を行うために国などから借り入れるお金
■国庫支出金・県支出金
　特定の事業を行うため国や県から交付される負担金、補助金
■譲与税・交付金
　自動車重量譲与税や地方消費税交付金など国や県がいったん
集めて、交付金として配分されたもの

●自主財源（20.8%）
　町が自主的に調達できる収入
●依存財源（79.2%）
　国や県から交付、割り当てられる財源や町債

■民生費
　社会福祉や医療費助成など安定した社会生活を保障するため
に使うお金
■公債費
　借入金（町債）を返済するために使うお金
■衛生費
　各種検診、し尿処理、ごみ処理など健康で衛生的な生活環境
を保つために使うお金
■総務費
　新しいまちづくりや戸籍、徴税、選挙、監査事務など町の総
括的な事務に使うお金
■教育費
　幼稚園、小中学校、社会教育など教育全般に使うお金
■土木費
　道路、河川、町営住宅などの整備や除排雪経費を含む維持管
理に使うお金
■農林水産業費
　農業、林業、畜産業、水産業の振興に使うお金
■商工費
　観光の振興や商工業の振興などに使うお金
■消防費
　消防や救急活動に使うお金
■議会費
　町議会の運営に使うお金
■その他（労働費・災害復旧費・予備費）
　労働対策や災害によって生じた被害を復旧するためなどに使
うお金および予備費

▼性質別歳出
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②香美町への新しいひとの流れをつくる

●ワールドマスターズゲームズ受入事業【新規】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  107 万円
　2021 年のオリエンテーリング競技国際大会の受け入れ
に向け大会運営委員会の開催など、体制を整えます。

●移住定住対策事業【拡充】　　　　　　　　 2,678 万円
　移住相談窓口の設置や空き家バンク、移住定住支援ウェ
ブサイトの運営などにより、人口流出の抑制や町の活力
維持、向上を図ります。

●区画整理事業　　　　　　　　　　　　　　2,742万円
　組合施行の区画整理事業に補助することにより、宅地
の利用増進を図り、健全な市街地を造成します。

平成 29年度

主要事業
　昨年度スタートした「第 2次総合計画」における基

本方針の重点施策として位置付けている「総合戦略」

の基本目標ごとに主な事業の内容と予算額をお知らせ

します。

●地域しごと支援事業【新規】　　　　　　　　 797 万円
　町内事業所の抱える問題解決や、新たな振興策をもっ
て事業所の振興を推し進め、経営の拡大、安定を図ります。

●商工業振興事業　　　　　　　　　　　　　1,169万円
　地域での新たな創業や事業拡大に対して支援するとと
もに、地域資源の販路拡大に向けた取り組みにより、町
内事業所の振興を図ります。

●地域おこし協力隊活動事業【拡充】　　　　 2,432 万円
　地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲなど、地
域おこしの支援や農林水産業の振興を行うとともに、地
域への定住・定着を図ります。

●介護職員確保対策事業【新規】　　　　　　　 160 万円
　町内の事業所における介護職員確保のための支援を行
います。

●但馬食肉センター整備事業　　　　　　　　1,210万円
　老朽化した朝来市食肉センターを改修し、食肉の安全
安心を図るとともに「但馬牛」のブランド力の向上を図
ります。

①香美町における安定した雇用を創出する

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

●保育所運営事業【拡充】　　　　　　　 3 億 3,407 万円
　私立保育園などに対して園児数や年齢に応じて運営費
を支払います。また子育て支援施策として、保育料を国
の基準額から減額し負担を軽減します。

●幼児等医療費・こども医療費助成事業【拡充】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,161万円
　小学校 3年生までの乳幼児などと、小学 4年生から高
校 3年生世代までを対象に医療費の一部負担金を無料化
し、子育て世帯の医療費負担を軽減します。

●放課後児童健全育成事業　　　　　　　  3,732 万円
　保護者の昼間就労などのため、放課後に児童を預か
ることにより健全育成を図り、子育て家庭の就労を支
援します。

●結婚支援対策事業　　　　　　　　　　　  102 万円
　町内未婚者の結婚支援のため、若者交流事業の実施
や実施団体に対する助成などを行い、男女の出会いの
場を創出するとともに「結婚対策会議」による施策の
検討を行います。

●遠距離通学児童・生徒等援助事業（幼・小・中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,582 万円
　遠距離通学する児童や生徒などの保護者の負担軽減
を図るため、汽車・バス通学の定期券代などを補助し
ます。

④ 時代にあった地域をつくり、安心な暮ら
しを守るとともに、周辺地域と連携する

●地域介護拠点整備事業【新規】　　　　　 4,559 万円
　介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して
日常生活を継続できるシステムを構築するため、地域
密着型サービス事業所整備の推進と、運営の支援を行
います。

●町民バス運営事業　　　　　　　　　  　4,972 万円
　町民バス 1台の更新や香住区の相谷佐津線のデマン
ド（予約）運行、市街地循環型運行を継続実施するほか、
障害者のタクシー利用に係る運賃助成などを行います。

⑤その他

●香住駅周辺環境整備事業【新規】　　　　　325 万円
　JR 香住駅の駅舎とその周辺の美化改修に向け、デザ
インと実施設計に取りかかります。

●余部鉄橋保存活用事業　　　　　　  3 億 7,772 万円
　「空の駅」へのエレベーターを整備し、さらなる魅力
づくりと持続的な地域活性化、観光客や JR利用者の負
担軽減を図ります。

●村岡中学校整備事業　　　　　　　　  1 億 206万円
　村岡中学校体育館の老朽化に伴う大規模改修工事を
行い、学習環境の安全確保を図ります。

●香住第二中学校整備事業【新規】　　　　　570 万円
　香住第二中学校体育館の大規模改修に向け、実施設
計を行います。

●防災行政無線整備事業【新規】　　　　　　400 万円
　香住区の防災行政無線のデジタル化に向け、実施設
計を行います。
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　人口減少や少子高齢化などによる人口構造・ニーズ

の変化、老朽化した公共施設などが改修や更新の時期

を一斉に迎えることなど、本町における公共施設など

を取り巻く状況は変化しています。

　将来の公共施設の建替えなどにかかる費用を試算

すると、今後 40年間で総額約 698 億円、年平均で約

17.5 億円が必要となります。

　これは公共施設にかかる建設事業費※の年平均約

　このような背景を踏まえ、本町では 3月に「香美町

公共施設等総合管理計画」を策定しました。

　今後は、この計画に基づき「公共施設等マネジメン

ト」を推進していきます。

10.5 億円を大きく上回っています。

　また、インフラ施設や企業会計施設についても、更

新費用の見通しの年平均額が過去の建設事業費の年平

均額を大きく上回っています。

01 主な公共施設等の状況

03 公共施設にかかる更新費用の見通し

02 人口の見通し

　本町が保有する公共施設などは以下のとおりです。公共施設は、

建築後 30 年を経過している施設が全体の 44.1％、町民 1人当た

りの面積は 9.12㎡ / 人（人口規模が同じような町の約 1.5 倍）となっ

ています。

分類 施設数 延べ床面
積・延長

公共施設 ― 303 施設 16.5 万㎡

インフラ施設
町道 1,369 路線 580㎞

橋梁 445 橋 ―

企業会計施設
水道施設 ― 262㎞

下水道施設 ― 250㎞

▼主な公共施設などの保有状況
学校教育施設
33.7%

その他
46.5%

公営住宅等施設
9.5%

観光施設
10.3%

▼公共施設の内訳

　平成 27 年の人口は約 18,000 人ですが、平成

72 年には約 11,000 人と約 38％減少する見込み

となっています。

　老年人口（65 歳以上）をみると、平成 27 年

は 6,630 人ですが、平成 27年以降は減少する見

込みとなっています。（香美町人口ビジョンより）

※公共施設の建設や改修にかかる費用であり、本町の合併後からの平均額（平成 17～ 27 年）としています。

香美町公共施設等総合管理計画を策定しました！
●問い合わせ先　役場総務課
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　公共施設などを取り巻く現状や課題（公共施設など

の老朽化、町民ニーズの変化、限られた財源）に対応

するため、次の 3つの基本方針に基づき、適正な管

理を推進します。

04 公共施設等マネジメントの基本方針

　公共施設等マネジメントの実施方針を踏まえ、施設

の類型ごとに、保有状況や取り組み方針などを示して

います。公共施設については、主な老朽化施設につい

ても整理しています。

06 施設類型ごとの取り組み方針

　全庁的に計画の評価・見直しを行いながら、公共施

設等マネジメントを継続的に推進し、本計画に基づい

た個別施設計画（施設ごとの計画）の策定に取り組ん

でいきます。

07 今後の取り組み

分　類 施　設

公共施設 行政施設、体育施設、観光施設、学校教育施設、公営住宅等施設など

インフラ施設 道路施設、漁港施設、農業施設、林業施設など

公営企業施設 水道施設、下水道施設、病院施設

・ 町民ニーズの変化に合わせた施設の集約化、複合

化、廃止などを行い、保有量の適正化を図ります。

・ 町民サービスを著しく低下させることのないよう

に、利用状況や配置状況などを考慮します。

施設保有量の適正化

・ 定期的な点検などにより劣化状況の把握に努め、

事後保全から、予防保全への転換を図ります。

・ 耐震化の推進やユニバーサルデザインに配慮した

施設整備を行います。

安全・安心の確保

・ 施設の更新費用の平準化や維持管理費用などの縮

減を図ります。

・基金の創設などにより財源確保を図ります。

・利用者負担の適正化について検討します。

コストの適正化と財源確保
▼公共施設等マネジメントの取り組みイメージ

05 公共施設等マネジメントの実施方針
　公共施設等マネジメントの基本方針に基づき、８つの実施方

針を定めました。

①点検・診断などの実施方針

②維持管理・修繕・更新などの実施方針

③安全確保の実施方針

④耐震化の実施方針

⑤長寿命化の実施方針

⑥再編（統合や廃止など）の実施方針

⑦効率的な管理運営の実施方針

⑧公共施設等マネジメントを実現するための体制の構築方針

※香美町公共施設等総合管理計画の全文は、町HPに掲載しています。
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香
美
町
長
・
香
美
町
議
会
議
員
選
挙

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

４
月

30
日
（
日
）
投
票

　

各
投
票
区
に
あ
る
投
票
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
香
住
区
御
崎
の
投

票
所
で
の
投
票
は
午
後
７
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

●
期
日
前
投
票

　

４
月
26
日
（
水
）
〜
29
日
（
土
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

投
票
日
に
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け

な
い
人
は
、
早
め
に
期
日
前
投
票
を
し

ま
し
ょ
う
。
本
人
が
投
票
所
入
場
券
を

持
参
し
、
次
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
（
認
印
な
ど
は
不
要
）。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
、

本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

※ 

住
所
地
に
関
係
な
く
、
町
内
の
ど

の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
所
】

　

・
役
場
本
庁
舎

　

・
村
岡
地
域
局

　

・
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
（
小
代
地
域
局
）

投
票
に
行
け
な
い
と
き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

不
在
者
投
票

開
票
結
果
に
つ
い
て

　

香
美
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
で
、
長
期
の
出
張
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
日
に
町
内
で
投
票
が
で
き
な
い
場
合
、

体
が
不
自
由
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
ま
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
（
所
）
し
て
い
る
場
合
は
「
不
在
者
投

票
」
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
②
郵
便
な
ど
で
投
票
③
指
定
病
院
な

ど
で
投
票
―
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

②
郵
便
な
ど
で
投
票

③
指
定
病
院
な
ど
で
投
票

投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
投
票
用

紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
請
求
し
ま
す

（
４
月
26
日
以
前
で
も
請
求
可
能
、
町
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
ま
す
。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
最

寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
出

投
票
で
き
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

つ
選
挙
人
で
条
件
に
該
当
す
る
障
害
を
持
つ

人
、
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介

護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人

投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
を
請
求
し
ま
す
。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
町
選
挙
管
理
委
員
会

に「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
請
求
書
」

を
請
求
し
ま
す（
４
月
26
日
が
請
求
期
限
）。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
郵
送
（
投
票
）
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

不
在
者
投
票
施
設
（
指
定
病
院
や
指
定
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
人

投
票
の
手
続
き

　

施
設
長
な
ど
に
対
し
、
不
在
者
投
票
を
す

る
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
手

続
き
は
施
設
が
行
い
ま
す
。

向
き
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

　

 

４
月
26
日
（
水
）
〜
28
日
（
金
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

 　

た
だ
し
、
最
寄
り
の
市
町
が
選
挙
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
期
間
が
４
月
29
日

（
土
）
ま
で
、
時
間
は
午
後
８
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

香
美
町
長
選
挙
お
よ
び
香
美
町
議
会
議
員

選
挙
の
開
票
は
、
４
月
30
日
午
後
９
時
20
分

か
ら
、
香
住
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

　

開
票
の
終
了
時
刻
は
、
町
長
選
挙
は
午
後

10
時
45
分
ご
ろ
、
町
議
会
議
員
選
挙
は
深
夜

12
時
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
た
め
、

選
挙
の
開
票
結
果
の
広
報
は
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
庁
お
よ
び
各
地
域
局
で
は
、
玄

関
に
開
票
結
果
を
貼
り
出
し
ま
す
。

町
長
選
挙

　

開
票
終
了
後
に
行
政
放
送
で
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

町
議
会
議
員
選
挙

　

開
票
終
了
後
に
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

行
政
放
送
は
、
５
月
１
日
（
月
）
の
午
前
６

時
30
分
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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町立診療所の診療体制
４月以降

●問い合わせ先　役場健康課・各診療所

　町立診療所の診療体制は、4月 1日から下表の

とおりとなっています。ご確認いただき、お間違

えのないようお願いします。

診療所名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

佐津診療所（℡ 38・0459）

午前 診療 診療
休診 休診 休診

午後 診療 休診

兎塚診療所（℡ 96・0012）

午前 診療
休診

診療
休診 休診

午後 休診 休診

川会診療所（℡ 95・0024）

午前
休診

診療
休診 休診 休診

午後 往診など

兎塚歯科診療所（℡ 96・0846）

午前
診療 休診 診療 休診 診療

午後

川会歯科診療所（℡ 95・0223）

午前
休診 診療 休診 診療 休診

午後

小代診療所（医科）（℡ 97・2023）

午前 休診
休診

休診
診療 休診

午後 診療 診療

小代診療所（歯科）（℡ 97・2396）※ 1

午前
診療 診療 診療 診療 診療

午後

町立診療所の診療体制（市外局番はいずれも 0796）

※ 1 小代診療所（歯科）は、第 1、第 3、第 5土曜日の午前は診療
を行います。

【主な変更点など】

▼ 佐津診療所は月曜日の午前と午後、火曜日の午

前のみ診療

▼兎塚診療所は月・水曜日の午前のみ診療

▼ 川会診療所の火曜日は午前の 診療

▼ 小代診療所（医科）は月・水曜日の午後、木曜

日の診療

▼ 小代診療所（歯科）、兎塚・川会歯科診療所は

昨年度と同じ診療体制

 ◇平成 29年度 香美町青少年育成対策指針◇

　2月 17 日、香美町青少年問題協議会が開催され、

4つの実践項目を挙げた今年の香美町青少年育成対策

指針が決定されました。

　今後、この指針を基に、各学校、ＰＴＡ、団体、関

係機関、自治組織などと協力し、青少年の健全育成活

動を推進します。（ここでは「4つの実践項目」のうち、

特に地域ぐるみで取り組んでいただく内容を掲載して

います）

香美町青少年育成対策指針
平成29年度

●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

地域ぐるみで
健やかな子どもを育てる
よい環境をつくりあげよう

健やかな育成を阻害するおそれのある行為から

青少年を保護するために～ ～

① 地域ぐるみであいさつや社会生活上のルール

を身につけさせよう。

② 健やかな育成を阻害するおそれのある図書等

を置かないようにしよう。また、これらの自

動販売機を置かないようにしよう。

③ 深夜外出、喫煙、飲酒、無免許運転などの行

動を未然に防止しよう。

④ 薬物乱用の恐ろしさについて学び、その害か

ら守ろう。

⑤ 地域ぐるみの見守り活動を実践し、不審者か

ら守ろう。

⑥ いじめや暴力行為について研修会などで学び、

未然防止、早期発見、早期対応に取り組もう。

⑦ インターネット・スマートフォンの適切な利

用について、ルール作りを進めるとともに、

有害情報やいじめへの対応の強化を図ろう。

※  本年度の重点取り組み項目は『イ

ンターネット・スマートフォンの

適切な利用についてルール作りを

進めるとともに、有害情報やいじ

めへの対応の強化を図ろう』と『ふ

るさと教育を通じて子どもたちに

夢と未来をつなぐまちづくりを進

めよう』の 2点です。
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高齢者などの生活支援制度
どうぞご利用ください！

●問い合わせ先　役場福祉課・各地域局

事業名・対象者 内容 利用料など

生きがい活動支援通所事業

　おおむね 65 歳以上で、日常生活が

自立している人

　健康増進・介護予防のための趣味活動・介護予防事

業を実施

　場所は、香住高齢者ふれあい交流館、小代高齢者生

活支援センター「いこいの里」など

1回あたりの参加費は次のとおり

・香住区…300 円

・村岡区…900 円（昼食代含む）

・小代区…900 円（昼食代含む）

緊急通報システム事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮らし、

高齢者夫婦世帯、身体障害者などで緊

急時に対応が困難な人

　自宅に消防署直通の緊急通報装置を設置

　（貸与）

　担当地区の民生委員の意見が必要

配食サービス事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮らし、

高齢者夫婦世帯、身体障害者などであっ

て調理が困難な人

　自宅へのお弁当の配達と安否確認を実施

　配食日は次のとおり（年末年始などは除く）

・香住区…月～土曜日の夕食

・村岡区、小代区…日～金曜日の夕食

・主食と副食 …600 円

・副食のみ …500 円

※ 住民税所得割課税世帯の人は、1食あたり 100 円の

追加

外出支援サービス事業

　おおむね 65 歳以上で、下肢の不自

由な身体障害者または一般の交通機関

を利用することが困難な人

　車いすまたはストレッチャー対応型の車で、高齢者

などの自宅と医療機関などの間を送迎

　基本料金 300 円に、走行距離 1㎞当たり 30 円を加

算した額

介護タクシー利用給付事業

　日常的に車いすやストレッチャーを

使用しなければ移動が困難な人で、救

急車を利用する状況にない人

　病院の受診や、福祉施設への入退所で町指定の介護

タクシーを利用した場合、料金の 75％を助成（上限 2

万円）

　介護タクシー料金の 25％が本人負担

人生 80 年いきいき住宅助成事業

　介護保険認定で「要支援」、「要介護」

と認定された人や身体障害者手帳所持

者など

　住まいの改良相談員が緊急性などを判断し、一定の

条件内で、既存住宅の改造工事に要する経費の一部に

ついて、補助金を交付

　補助対象限度額は 100 万円で、介護保険の住宅改

修費または障害者の日常生活用具給付事業の限度額 20

万円を含む

　昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築された住宅につい

ては、簡易耐震診断を受けていること

　所得税の課税額が 7万円以下であること

介護用品支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または 5」

と認定された高齢者を在宅で介護して

いる家族（住民税非課税世帯）

　年額 10万円以内の介護用品（紙おむつなど）を支

給（支給限度額は、申請月により異なる）

在宅老人介護手当支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または 5」

と認定された高齢者を在宅で介護して

いる家族（介護サービス未利用月のみ・

所得制限あり）

　年額 18万円の介護手当を支給（介護保険サービス

の未利用期間が 1年未満の場合は、月額 1万 5千円を

支給）

救急医療情報キット配付事業

　65歳以上のひとり暮らし、高齢者の

み世帯、救急時の対応に不安がある人

など

　医療情報、緊急連絡先などを専用容器に入れて自宅

の冷蔵庫に保管することで、もしもの際の救命活動に

役立てる

　救急医療情報は随時更新が必要

ナイトケアサービス事業

介護保険認定で「要支援」「要介護」と

認定されデイサービスを利用している

人

　日中のデイサービス利用に引き続き、夕方から翌朝

まで宿泊利用し、家族の心身の負担軽減を図る

　1回 5,000 円と食事などの実費

　高齢者などが安心し自立した生活を

送ることができるよう、次のような事

業で支援しています。

　なお、各種事業をご利用になる場

合、事前に申請が必要な場合がありま

す。詳しくはお問い合わせください。
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犬の登録
狂犬病予防接種

ご都合のよい日時・会場で必ず受けてください

●問い合わせ先　役場町民課・各地域局

＜登録・狂犬病予防注射にかかる料金＞

・平成 28 年度までに狂犬病予防注射を受けた犬

　→注射、注射済票交付手数料 … 3,400 円

・初めて登録し、狂犬病予防注射を受ける犬

　→登録手数料、注射、注射済票交付手数料  … 6,400 円

＜お願い＞

　予防接種は順番を守ってください。割り込みなどがない

ようにお願いします。

　本年度は時間が大幅に変わっています。ご注意ください。

日程 対象地区 時間 場所

5
月
23
日(

火)

土生、本見塚 8:45 ～ 8:47 土生区入り口

西下岡、下岡、上岡、
隼人

8:55 ～ 9:05 奥佐津地区公民館前

畑、大梶、三川 9:15 ～ 9:20 畑区公民館前

九斗、米地、
丹生地

9:30 ～ 9:32
丹生地構造改善
センター前

相谷 9:55 ～ 9:57 相谷区公民館前

奥安木、浜安木 10:05 ～ 10:07 浜安木公民館横

訓谷、無南垣 10:15 ～ 10:20 佐津地区公民館前

浦上、上計 10:35 ～ 10:45 柴山地区公民館前

沖浦 10:50 ～ 10:55 沖浦区公民館前

境、一日市 11:05 ～ 11:15 一日市区公民館前

西香住、七日市、
駅前

11:25 ～ 11:35
駅前コミュニティ
センター前

若松、香住 11:45 ～ 12:00 香住文化会館前

市午、梶原、浜、西、
御崎、鎧

13:30 ～ 13:32 余部地区公民館前

矢田、下浜 13:45 ～ 13:50 下浜区公会堂前

森、間室、油良 14:00 ～ 14:15 森区公民館前

守柄、加鹿野 14:25 ～ 14:30 守柄橋付近

三谷、大谷 14:40 ～ 14:45 大谷橋（三谷側）

大野、小原 14:50 ～ 14:52 大野橋付近

中野、藤、八原 15:00 ～ 15:02 八原区公園

【香住区】

日程 対象地区 時間 場所

5
月
18
日(

木)

石寺、広井、神水、
水間、猪之谷、

神場
10:40 ～ 10:50 広井集会所

忠宮、実山、平野、
貫田、鍛治屋

11:00 ～ 11:10 多他神社の下

秋岡、新屋、茅野、
東垣、佐坊

11:20 ～ 11:30 秋岡バス停

大谷、城山、久須部、
熱田、野間谷

11:40 ～ 11:50 小代地域局駐車場

【小代区】

－ ご注意ください !! －
注射は健康な犬を対象に行いますので、当日

は犬の体調にご注意ください。

健康状態に不安がある場合には、注射を受け

る前に獣医師へご相談ください。　　　

かかりつけの獣医師がある場合には、できる

だけ動物病院で狂犬病予防接種を受けてくだ

さい。

会場周辺でフンをした場合は、飼い主が責任

を持って処分してください。

会場で暴れないよう、犬をしっかりとしつけ

られる人がお連れください。

生後 91日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年

の注射が法律により義務づけられています。

県動物愛護センター但馬支所からのお知らせ

■飼い主には「終生飼養」の責任があります。

　最後まで愛情と責任を持って飼いましょう！

■ ペットが迷子になったら、すぐに

県動物愛護センター但馬支所（℡

079・666・8071）か最寄りの

警察署に連絡しましょう！

【村岡区】

日程 対象地区 時間 場所

5
月
17
日(

水)

福岡、八井谷、大野、
黒田

9:00 ～ 9:15 福岡体育館

口大谷、中大谷、
大笹

9:25 ～ 9:35 旧大谷小学校跡地付近

高坂、池ヶ平、和池、
森脇

 9:45 ～ 9:50 和池四つ角

宿、日影、作山 9:57 ～ 10:05 日影体育館

耀山、市原 10:15 ～ 10:20 市原橋

高井、寺河内 10:25 ～ 10:35 寺河内バス停

光陽、大糠 10:40 ～ 10:50 光陽公会堂

相田、神坂、萩山、
板仕野

10:55 ～ 11:00 萩山バス停

村岡（大字 10区）、
鹿田、用野

11:10 ～ 11:20 つつじの里

5
月
18
日(

木)

境、山田、長瀬 9:00 ～ 9:10 長瀬バス停

味取、原、長須 9:15 ～ 9:25 原診療所

高津、川会、丸味、
和佐父

9:35 ～ 9:45 射添地区公民館

入江、和田、小城、
長板、熊波

9:50 ～ 10:00 和田公会堂

柤岡 10:10 ～ 10:15 柤岡バス停
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香美町農作業受委託標準賃金
平成29年度

●問い合わせ先　町農業委員会事務局（役場農林水産課内）

　この料金は、あくまでも平成

29 年度の標準です。

　実際の賃金は、当事者双方で

協議のうえ、決定してください。

作業種目 単位 種別
標準料金（円）

備考
整備田 30a 区画 未整備田

農作業 1日当たり 8時間 － 8,300 技術作業、機械持ち込みの場合は別料金

ディスクローター 10a 当たり － 7,200 6,200 7,200

耕
こう

耘
うん

10a 当たり

1回目 7,200 6,700 8,300

2 回目 5,200 5,200 6,200

代かき 10a 当たり

1回耕
こううん

耘後 11,400 10,300 11,400 荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕
こううん

耘後 8,800 8,300 8,800 荒かき・代かきを同時にする場合

荒かき 10a 当たり － 6,200 6,200 6,700

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,800 7,800 8,300

機械田植え 10a 当たり － 9,300

刈取（バインダー） 10a 当たり － 9,300 倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
結束ひもは受託者負担

刈取（コンバイン） 10a 当たり － 22,900 21,900 22,900 倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
籾の運搬料は 10a 当たり 3,100 円（距離により増減）

脱穀（ハーベスター） 1日当たり 8時間 － 15,500

機械畦ぬり 1ｍ当たり － 110

畦切り（片バイド） 1ｍ当たり － 70

乾燥 10a 当たり － 13,000 運搬などは委託者負担（10a 未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 540 運搬などは委託者負担

農薬散布 10a 当たり － 2,100 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥の散布 10a 当たり － 3,100 堆
たいひ

肥または土壌改良剤の散布（資材代は含まない）

畑耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 8,000

▲機械の運搬、溝切り作業、色彩選別作業など掲載していない作業については、当事者双方で協議のうえ、決定してください



15 －広報 ふるさと香美 2017.4

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

マイナンバーカードを作りませんか

余部クリスタルタワーです！

とても便利なカードです

余部鉄橋「空の駅」エレベーター愛称決定

●問い合わせ先　役場町民課

●問い合わせ先　役場観光商工課

　マイナンバーカードは、表面に「氏名、住所、生年

月日、性別、顔写真」、裏面に「マイナンバー」が記

載されたプラスチック製のカードです。

　窓口での本人確認はもちろん、マイナンバーを記載

した書類を提出するときには、カード１枚提示すれば

よいので便利です。

申請方法

①郵便による申請

　通知カード（平成 27 年 11 月ごろにお届け）に同

封されている交付申請書に必要事項を記入し、顔写真

を添付して返信用封筒に入れて送付してください。

②スマートフォンから

　交付申請書のＱＲコードをスマートフォンで読み取

り、申請用サイトにアクセスしてください。その後、

案内に従って必要事項を入力し、顔写真を添付して送

信してください。

　※ＰＣからでも申請できます。

　※ 交付申請書に記載されている氏名、住所などに変

更がある場合や、交付申請書を紛失された場合は

役場町民課または各地域局にご連絡ください。

受取方法

① 交付日時などをお知らせする「交付通知書」を申請

者の住所に送付します。

② 交付通知書、通知カード、本人確認書類（運転免許

証など）、住基カード（お持ちの人のみ）をご持参

のうえ、役場町民課または各地域局へ必ず申請者本

人がお越しください。　

③ 窓口で本人確認、暗証番号の設定をしてカードを交

付します。

　※  15 歳未満の人は保護者などが同行してください。

　※ 受け取り時間は平日の午前８時 30 分から午後５

時15分までです。（予約により時間外交付も可能）

こんな時に必要です

・雇用保険や失業保険の手続き

・福祉や介護の手続き

・税の確定申告

・児童手当や出産一時金などの申請

・生命保険や損害保険の受け取りなど

▲マイナンバーキャラクター　
　「マイナちゃん」

　余部鉄橋「空の駅」に整備するエレベーターに親し

みを持っていただけるよう、また、新たな観光資源と

して PR に活用するため、平成 28 年 12 月 8 日から

平成 29 年 1月 31 日まで募集していた愛称が「余部

クリスタルタワー」に決定しました。

　日本全国や海外からも応募があった総数 3,427 件

の中から、厳正な審査を行い下記のとおり、最優秀賞

1点、優秀賞 2点を決定しました。

最優秀賞　余部クリスタルタワー

・氏名

　松岡尚志（村岡区入江）

・愛称の意味、考えた理由

　 　余部は必ず入れるべき全国ブランドです。ガラス

張りの塔のイメージ。

優秀賞　あまるべ 47

・氏名

　名倉嗣朗（加古郡播磨町）

・愛称の意味、考えた理由

　 　余部鉄橋「空の駅」展望施設へのアクセスエレベー

ターだから。高さ 47 ｍと日本（47 都道府県）随

一の風光明媚な日本海を臨むことをかけた。

優秀賞　あまるベーター

・氏名

　原 雅文（愛知県安城市）

・愛称の意味、考えた理由

　 　余部の地名とエレベーターを組み合わせた造語で

す。余部の地名を全国に知っていただきたいと思い

考えました。

▲余部クリスタルタワーに決まりました ( 右：坂田操選考委員長）
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国民年金のお知らせ
●問い合わせ先　役場町民課・各地域局、豊岡年金事務所　℡ 0796・22・0945

国民年金保険料の決定

　国民年金保険料は毎年度改定されますが、本年度は

前年度より 230 円引き上げられ、月額 1万 6,490 円

となります。

　日本年金機構から送付される納付書を利用して金融

機関、郵便局、コンビニエンスストアなどで納付して

ください。またクレジットカードや口座振替も利用で

きます。

出張年金相談窓口の開設

　豊岡年金事務所が本年度開設する「出張年金相談窓

口」の日程が決まりました（下表のとおり）。相談には、

年金手帳などの基礎年金番号が分かるものをご持参く

ださい。

　なお、代理でお越しになる場合は、委任状と代理者

の身分証明書（運転免許証など）が必要です。

　今年度から完全予約制で実施します。相談を希望さ

れる人は、必ず前日までに豊岡年金事務所へ電話で予

約してください。

学生納付特例制度

　20 歳以上の人は学生であっても国民年金に加

入し、保険料を納付しなければなりません。

　しかし、学生の人は所得が少ないため、本人の

所得が一定額以下の場合、保険料の納付が猶予さ

れる「学生納付特例制度」があります。

　対象は、学校教育法に規定する大学、短期大学、

専修学校などに在学し、本人の前年所得が 118

万円以下の人です。

　申請をする人は、年金手帳と学生証のコピーま

たは在学証明書をご持参のうえ、役場または年金

事務所で手続きをしてください。

　なお、学生納付特例の承認期

間は 4月から翌年 3月までとな

りますが、次年度も引き続き在

学予定である場合、3月末まで

にハガキ形式の申請書が送られ

てきます。必要事項を記入のう

え、返送してください。
とき ところ

7 月 20 日（木） 役場本庁舎

11月 9日（木） 村岡地域局

※時間はいずれも 10:00 ～ 16:00

中小企業振興融資制度のご紹介
ご利用ください

●問い合わせ先　役場観光商工課・各地域局、香美町商工会本所　℡ 0796・36・0123

融資の対象

　町内に 6ヵ月以上事業所があり、申請時に町の

徴収金（税金など）に滞納がない中小企業事業者

融資内容

　右表のとおりですが、本年度中に「経営革新計画」

が認定された企業および「ひょうご中小企業技術・

経営力評価制度」活用企業は、長期（運転・設備）

の利率が 0.5%軽減されます。

申込方法

　金融機関または香美町商工会本所・各支所にある

申込書に必要事項を記入し、取扱金融機関へ提出し

てください。

取扱金融機関

　但馬銀行、但馬信用金庫、みなと銀行、なぎさ信

漁連（旧兵庫県信漁連）、たじま農協の町内各支店

資金名 資金使途 融資限度額 融資利率 貸付期間

短期資金 運転資金 1,000 万円 1.4％ 1年以内

長期資金

運転資金 500 万円 1.6％ 5年以内

設備資金 1,000 万円 1.7％ 10 年以内

※短期資金と長期資金の併用はできません。
※ 長期資金のうち、運転と設備の併用はできますが、上限は合わせて 1,000
万円となります。
※ 異なる金融機関から融資を受ける場合は、限度額の超過にご注意くださ
い。
※ 融資および返済方法は取扱金融機関の定める方法によります。

融資内容
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費用の一部を助成します！
重度障害者等日常生活支援事業

●問い合わせ先　役場福祉課

　町では、重度の障害により日常的な業務が出来なく

なったため、その業務を美方郡広域シルバー人材セン

ターに依頼した際の費用の一部を助成します。

助成対象者

　町内に住所が有り、次のいずれかに該当し、親族な

どによる支援が困難で、かつ、世帯全員の町民税が非

課税の人

　①重度障害者※のみの世帯の人

　②重度障害者と 65歳以上の高齢者のみの世帯の人

助成対象業務

　障子の張り替え、庭の清掃、草取り、玄関付近の除

雪、雪囲い

助成金額

　シルバー人材センターを利用した料金の 3割に相

当する額を助成します。

利用方法

① 利用を希望する人は、事前に役場福祉課または各地

域局へ申請してください。

② 福祉課で審査を行い、該当する場合は決定通知と利

用券を交付します。

③ 利用者は、シルバー人材センターを利用した際に、

利用券を提出するとともに、要した費用の 7割を

支払ってください。

※ 重度障害者とは、身体障害

者手帳（1・2級）、療育手

帳（A）、精神保健福祉手帳

（1級）を所持する人です。

香美町
地域おこし協力隊にっき

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで

何してるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々

の活動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　こんにちは。香美町地域おこし協

力隊の北田です。

　わたしの活動内容は山に置きっぱ

なしにされている「林地残材」を有

効活用しようと山から搬出した人に

地域通貨を交付する木の駅プロジェ

クト「森のステーション美方」の事

務局の担当。今後は「木のカトラ

に落ちてしまいまし

た。

　現在は小代に住ん

でいるのですが、住

んでみて思ったこと

は地域の人が「ど田

舎暮らし」を楽しん

でいるということ。

リー作りのワークショップ」、「高校生の木の駅プ

ロジェクト」、「林業婚活」など、さまざまな人が

林業に関わり、関心を持ってもらえるようなイベ

ントなどを企画中です。

　わたしが香美町を知ったきっかけは大学時代に

ゼミの活動で小代に訪れたことでした。美しい景

色・人々の暮らし・すべての時間に一瞬で“恋”

▲北田隊員

不便だけどそこがいい。

　任期終了後も大好きなこの村で暮らしていける

ように今から準備を始めようと考えています。こ

れからもどうぞよろしくお願いいたします！



広報 ふるさと香美 2017.4 － 18

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

本
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は

　

認
知
症
早
期
診
断
・
早
期
対
応
を
目
的
と

し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
薬

剤
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
な
ど
の
多
職

種
で
構
成
さ
れ
た
専
門
職
の
チ
ー
ム
で
す
。

支
援
の
対
象
者

　

ご
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳
以
上
で
①

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
②
認
知
症
の
人
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
、
ま
た
は
中
断
し
て
い
る
―
―
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

支
援
の
内
容

　

チ
ー
ム
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
本
人
や
ご

家
族
に
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き

し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を
交
え
た
会
議

で
必
要
な
医
療
・
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
医
療
機
関
の
継
続
的
な
受
診
や

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
支
援
、
家
族
へ
の
助
言
な
ど

を
行
い
ま
す
。

支
援
の
流
れ

　

認
知
症
が
気
に
な
っ
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

① 
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

② 

保
健
師
ま
た
は
作
業
療
法
士
な
ど
２
人

以
上
が
訪
問
し
ま
す
。

　

③ 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

　

④
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

⑤ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
引
き
継
ぎ
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

で
す
。
認
知
症
が
気
に
な
る
人
や
認
知
症
の

ご
家
族
の
こ
と
で
お
悩
み
の
人
は
い
き
い
き

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が

お
手
伝
い
し
ま
す
！

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

体
力
が
衰
え
て
き
た
こ
と
で
運
転
に
自
信

が
な
く
な
っ
た
り
、
家
族
か
ら
「
運
転
が
心

配
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
り
し
た
と
き
は
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

免
許
証
を
返
納
す
る
と
、
過
去
の
運
転
経

歴
を
証
明
す
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交

付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
返
納
者
に
は
、

県
内
の
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
や
温
泉
宿
泊

施
設
の
利
用
料
の
割
り
引
き
な
ど
の
特
典
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
手
数
料
（
１
０
０
０
円
）
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

町
内
で
受
け
ら
れ
る
特
典

　

① 

町
民
バ
ス
、全
但
バ
ス
の
路
線
バ
ス（
高

速
バ
ス
は
対
象
外
）
の
運
賃
が
半
額

　

② 

か
す
み
・
矢
田
川
温
泉
、
ハ
チ
北
温
泉

「
湯
治
の
郷
」、
村
岡
温
泉
入
浴
料
が
割

り
引
き

▲運転履歴証明書のサンプル
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【事例】

　インターネットの動画サイトを見ていた

ら、いきなり警告音が鳴った。

　驚いて、画面上の「対策をする」というア

イコンをクリックして、表示された連絡先に

電話をかけたところ「1万円を支払えば音を

消す」というので、クレジットカード番号を

伝え、その後、パソコンを遠隔操作された。

　警告音と画面表示は消えたが、大丈夫なの

だろうか。

◆ サイトを閲覧中に「ウイルスに感染した」など

という警告が突然表示され、画面上の連絡先に

電話をさせるといった事例が報告されています。

◆ 料金を払っても状況が改善する保証はなく、支

払うべきではありません。また、クレジットカー

ド番号など、個人情報を伝えることで情報を悪

用される恐れがあります。　

◆慌てずに落ち着いて対応しましょう。

◆ 警告音や画面の削除方法は、独立行政法人　情

報処理推進機構（IPA）の HP(http://www.ipa.

go.jp/security/anshin/1click.html) をご覧くださ

い。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

突然の警告音でビックリ！
～パソコンの警告音対策で請求～

きちんと分けてリサイクル

資源物のゆくえ！資源物のゆくえ！

●問い合わせ先　役場町民課

　皆さんがゴミを出すときにきちんと分けた「資源

物」がどのように資源化されているのかを紹介して

いるこのコーナー。第 3回は「カン・ビン」です。

　カン類とビン類をきちんと分別して排出します。

①中身を空にして、水で中をすすぎ、水切りをする

　※ スプレー缶やカセットボンベは、必ず中身を使

い切り、穴を開けてください。

② 資源ごみ用指定袋（緑色）に入れて「カン・ビン」

の収集日に出す

　※  1 辺の長さが 20cm を超えるカンや金属製の

フタは「燃やさないごみ」へ出してください。

　排出されたカン・ビンを収集してクリーンパーク

北但に搬入します。

町民さんは…

町では…

　スチール缶は建築用鋼材

や自動車の鋼板など、アル

ミ缶はもう一度アルミ缶な

どに生まれ変わります。

　ビン類はガラス瓶や住宅

用断熱材などに生まれ変わ

ります。

リサイクル業者では…

クリーンパーク北但では…

③カン・ビン編
【カン類】

　スチール缶とアルミ缶を

振り分け、圧縮し、リサイ

クル業者に引き渡します。

【ビン類】

　作業員の手で、3色（茶

色・無色・その他）に振り

分け、カレット（破片）を

リサイクル業者に引き渡し

ます。
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文文  
芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

三
月
の
空
ど
こ
ま
で
も
晴
れ
わ
た
り
「
豊
岡
自
動
車

道
」
開
通
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

幼
さ
を
ほ
ほ
に
残
し
て
将
来
の
夢
語
り
つ
ぐ
卒
業
の

子
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

陽
の
さ
し
て
棚
田
の
土
の
黒
さ
の
み
は
っ
き
り
見
え

し
雪
は
残
れ
ど　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

家
族
ら
に
言
葉
で
言
え
ぬ
と
十
二
歳
感
謝
の
気
持
ち

を
手
紙
に
込
め
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

梅
の
木
は
寒
気
に
強
く
は
や
蕾
開
花
一
番
弥
生
を
告

げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

出
稼
ぎ
の
父
が
帰
れ
ば
酒
の
粕
お
や
つ
に
食
べ
し
鄙

の
子
な
り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

朝
起
き
て
外
を
見
れ
ば
大
雪
な
り
歳
を
と
っ
て
も
除

雪
頑
張
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
良
治

庭
先
へ
陽
の
あ
ま
ね
き
て
福
寿
草
の
咲
き
揃
え
る
に

春
は
来
て
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

や
わ
ら
か
な
日
差
し
あ
る
は
ず
弥
生
月
谷
間
の
わ
が

里
今
日
も
雪
降
る　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

堅
雪
の
融
け
れ
ば
見
た
く
な
き
も
の
も
現
れ
て
来
る

鹿
の
屍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

一
人
居
の
く
ら
し
を
乱
す
名
残
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
鳥
衣

山
と
海
つ
な
ぎ
て
激
つ
雪
解
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

さ
緑
に
よ
う
よ
う
染
ま
の
春
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

三
月
の
滝
渓
谷
を
ゆ
さ
ぶ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

春
日
向
軒
に
干
し
た
る
靴
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下
喜
幸

野
に
出
で
て
小
さ
き
春
を
見
つ
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

鹿
射
止
め
猟
師
の
歩
く
雪
川
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

春
泥
や
未
だ
長
靴
離
さ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
富
子

名
残
雪
今
日
も
続
く
や
奥
但
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

平
成
29
年
度
の
役
場
の
業
務
体
制
な
ど

■
異
動
概
要

　

４
月
１
日
付
の
異
動
者
は
64
人
、
３
月
31
日
付
の
退
職
は
16
人
（
一
般
行
政
職
な
ど

11
人
、
公
立
香
住
病
院
５
人
）、
４
月
１
日
付
の
採
用
は
10
人
（
一
般
行
政
職
な
ど
５
人
、

公
立
香
住
病
院
５
人
）
で
、
公
立
香
住
病
院
の
医
療
職
な
ど
を
除
い
た
一
般
行
政
職
な

ど
の
関
係
職
員
は
、
昨
年
当
初
に
比
べ
て
７
人
減
り
、
２
８
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

■
組
織
な
ど

・ 

矢
田
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
、
下
水
道
終
末
処
理
場
の
香
住
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

し
尿
処
理
を
開
始
す
る
。

・ 

公
立
香
住
病
院
で
４
月
か
ら
総
合
診
療
科
の
開
設
、６
月
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
（
８

床
）
を
開
設
す
る
。

■
主
な
異
動

　
　
　

（
課
長
級
お
よ
び
採
用
、
退
職
者
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
で
掲
載
は
順
不
同

①
４
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

　

総
務
課
長
（
企
画
課
長
）
吉
岡
哲
男
▽
企
画
課
長
（
教
育
総
務
課
副
課
長
兼
教
育
企

画
研
修
室
長
）
水
垣
清
和
▽
農
林
水
産
課
長
兼
６
次
産
業
推
進
室
長
（
村
岡
地
域
局
次
長
）

藤
原
博
文
▽
観
光
商
工
課
長
（
生
涯
学
習
課
副
課
長
兼
公
民
館
係
主
幹
）
田
渕
衛
▽
建

設
課
長
（
同
課
副
課
長
）
吉
田
英
貴
▽
村
岡
地
域
局
長
（
農
林
水
産
課
長
）
松
岡
克
己

▽
こ
ど
も
教
育
課
長
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
）
楠
田
千
晴
▽
こ
ど
も
教
育
課
参
事
兼
指

導
係
主
幹
（
同
課
長
兼
指
導
係
主
幹
）
磯
田
英
昭
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
こ
ど
も
教
育
課
副
課
長
）
中
村
和
弘

②
４
月
１
日
付
採
用

　

企
画
課 

津
田
望
有
希
▽
福
祉
課 

井
上
舞
▽
農
林
水
産
課 

天
良
真
浩
▽
建
設
課 

正
垣

亮
治
郎
▽
香
住
幼
稚
園 

山
﨑
理
紗
▽
公
立
香
住
病
院
総
合
診
療
科
医
長 

石
井
俊
光
▽
同

院 

藤
本
美
友
▽
同
院
看
護
師 

岡
田
麻
美
▽
同
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設 

田
中
友
樹
▽

同
施
設 

岩
本
い
ず
み

③
３
月
31
日
付
退
職

　

駒
居
欣
雄
（
総
務
課
長
兼
管
財
係
主
幹
）
▽
清
水
雅
弘
（
観
光
商
工
課
長
）
▽
今
井

雄
治
（
建
設
課
長
）
▽
田
輪
実
（
村
岡
地
域
局
長
）
▽
岸
本
典
明
（
生
涯
学
習
課
長
）

▽
中
川
潤
一
（
小
代
診
療
所
長
）
▽
天
良
達
也
（
教
育
総
務
課
副
課
長
兼
香
住
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
秋
山
淳
子
（
公
立
香
住
病
院
病
棟
看
護
師
長
）
▽
田
中
公
雄
（
上

下
水
道
課
主
幹
）
▽
田
渕
泉
（
兎
塚
・
川
会
診
療
所
看
護
師
）
▽
荒
垣
絹
代
（
公
立
香

住
病
院
看
護
師
）
▽
森
浦
礼
子
（
同
院
看
護
師
）
▽
中
尾
里
美
（
同
院
看
護
師
）
▽
藤

原
羽
留
美
（
同
院
看
護
師
）
▽
西
川
淳
子
（
会
計
課
）
▽
吉
原
都
（
健
康
課
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 3月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

記
後

編
集

　

４
月
の
異
動
で
広
報
の
担

当
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、

今
月
号
が
私
の
最
後
の
広
報

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
取
材
な
ど
で
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（2/21 ～ 3/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（2/21 ～ 3/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



広報 ふるさと香美 2017.4 － 22

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

２
月
26
日
、
松
葉
ガ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
終
盤
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
カ
ニ
感
謝
祭
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
、山
本
邦
夫
実
行
委
員
長
）

が
柴
山
港
で
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

カ
ニ
の
恩
恵
と
シ
ー
ズ
ン
中
に
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
に
感
謝
す

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
地
元
水
産
関
係
団
体
や
柴
山
観
光
協
会
な
ど
で

つ
く
る
同
実
行
委
員
会
が
松
葉
ガ
ニ
漁
の
終
期
を
前
に
毎
年
開
催
し

て
い
て
、
今
年
で
16
回
目
。
冒
頭
、
山
本
委
員
長
は
「
初
め
て
の
人

も
、
毎
年
来
て
い
る
人
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

十
分
楽
し
ん
で
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
盛
大
な
餅
ま

き
で
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
約
１
０
０
０
人
分
用
意
さ
れ
た

カ
ニ
汁
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
多
く
の
人
が
冬
の
味
覚
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
が
背
中
合
わ
せ
で
約
25
ｍ
を
横
歩
き
す
る
「
親
子

カ
ニ
歩
き
競
走
」
で
は
25
組

の
親
子
が
優
勝
賞
品
の
特
大

の
柴
山
ガ
ニ
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
優

勝
し
た
山
田
修し

ゅ

う

じ司
さ
ん
隼し

ゅ
ん
す
け輔

さ
ん
親
子
（
大
阪
府
八
尾
市
）

は
「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

優
勝
賞
品
の
カ
ニ
は
家
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲ 優勝賞品を目指して熱戦を繰り広げる参加者

感
謝
の
気
持
ち
で
お
も
て
な
し
！

第
16
回
か
す
み
・
か
に
感
謝
祭
（
２
月
26
日
、
柴
山
港
）

　

２
月
25
日
、
村
岡
区
中
央
公
民
館
で
「
こ
ど
も
講
座
お
菓
子
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
親
子
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
町
内
の
子
ど
も
を
対
象
に
季
節
に
合
っ
た
お
菓
子
を

作
る
こ
と
で
料
理
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
今
年
度
は

２
回
目
の
開
催
。
今
回
は
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
菓
子
作
り
を
し
ま
し
た
。
同
区
内
で
洋
菓
子
店
を
経
営
す
る
松
岡

昌よ
し
ひ
ろ宏
さ
ん
（
村
岡
区
東
上
）
を
講
師
に
迎
え
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
タ

ル
ト
の
２
種
類
の
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
メ
レ
ン
ゲ
で

作
っ
た
ふ
ん
わ
り
と
し
た
生
地
に
生
ク
リ
ー
ム
や
イ
チ
ゴ
を
巻
い
た

り
、
タ
ル
ト
型
に
ク
ッ
キ
ー
生
地
や
ア
ー
モ
ン
ド
の
ク
リ
ー
ム
を
入

れ
た
り
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
お
菓
子
に
は
桃
の
花
飾
り
や
、
イ
チ
ゴ
な
ど
を
添
え
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

母
親
と
姉
と
一
緒
に
参
加

し
た
森
井
晴は

る

ひ日
さ
ん
（
村
岡

区
萩
山
）
は
「
初
め
て
ケ
ー

キ
を
作
っ
た
け
ど
飾
り
つ
け

を
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と

う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲ カスタードクリーム作りに挑戦する子どもたち

甘
い
お
菓
子
を
作
ろ
う
！

こ
ど
も
講
座
お
菓
子
づ
く
り
（
２
月
25
日
、
村
岡
区
中
央
公
民
館
）
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虫
歯
や
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

子
ど
も
を
虫
歯
と
事
故
か
ら
守
る
講
演
会
（
３
月
14
日
、
香
住
文
化
会
館
）

　

３
月
14
日
、
香
住
文
化
会
館
で
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
家
族
や
地
域
の
み
ん
な
で
考
え
る
た
め

「
子
ど
も
を
虫
歯
と
事
故
か
ら
守
る
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
子
育
て
中
の
母
親
な
ど
27
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
初
め
に
、
か
わ
ば
た
歯
科
医
院
の

川
端
利
明
院
長
が
「
こ
ど
も
の
お
口
の
健
康
を
守

ろ
う
」
と
題
し
講
演
し
「
舌
の
筋
力
を
つ
け
る
こ

と
が
重
要
。
そ
う
す
る
こ
と
で
歯
な
ら
び
が
よ
く

な
る
」「
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
は
虫
歯
に
な
り
や
す
い
」
な
ど
歯
の
健

康
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
香
住
病
院
の
隅
達
則
医
師
が

「
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
題
し
、
身
近
な
危
険
に

つ
い
て
説
明
。「
事
故
は
防
げ
る
こ
と
が
多
い
。

先
読
み
を
し
て
い
く
こ
と
で
事
故
を
防
ぐ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
子
ど
も
の
息
が
薬
の

よ
う
な
に
お
い
が
す
る
」
や
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
回
数
は
ど
れ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
た

ら
よ
い
か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
が
よ
り
聞
こ
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

ラ
ジ
オ
難
聴
解
消
対
策
事
業
完
成
式
並
び
に
ラ
ジ
オ
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
開
局
式
（
３
月
20
日
、
村
岡
区
体
育
館
）

　

３
月
20
日
、
村
岡
体
育
館
で
ラ
ジ
オ
難

聴
解
消
対
策
事
業
完
成
式
並
び
に
ラ
ジ
オ

ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
開
局
式
が
金
子
め
ぐ
み

総
務
大
臣
政
務
官
な
ど
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
ラ
ジ
オ
関
西
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一

の
２
波
を
豊
岡
市
内
で
受
信
し
、
役
場
本
庁

舎
を
始
め
と
す
る
町
内
11
ヵ
所
の
中
継
局
に

伝
送
し
、
Ｆ
Ｍ
波
で
再
送
信
す
る
も
の
で
、

全
国
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　

式
典
の
冒
頭
、
浜
上
町
長
は
「
全
国
初
の

取
り
組
み
で
、
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策
の
先
駆
け

に
な
り
ま
す
。
今
後
は
災
害
対
策
に
お
け
る

補
完
機
能
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
浜
上
町
長
と
金
子
め
ぐ
み
総
務
大

臣
政
務
官
が
開
局
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
会
場
内

に
ラ
ジ
オ
関
西
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
の
放
送
が
流
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
区
中
央
公
民
館
で
は
ラ
ジ
オ
関

西
の
「
谷
五
郎
の
こ
こ
ろ
に
き
く
ラ
ジ
オ
」
が

公
開
生
放
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
番
組
で
は
町

内
の
観
光
協
会
や
香
住
高
校
生
と
村
岡
高
校
生

な
ど
が
出
演
し
、
町
内
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
ラ
ジ
オ
関
西
は
77
・
8
㎒
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

第
一
は
76
・
２
㎒
で
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

▲谷さんとやり取りをする高校生たち

▲川端院長の話に耳を傾ける参加者

　

３
月
８
日
、
佐
津
小
学
校
の
３
、
４
年
生
を
対
象
に
香
住

高
校
の
海
洋
科
学
科
ア
ク
ア
コ
ー
ス
の
２
年
生
２
人
が
出
前

講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

香
住
高
校
で
は
香
住
区
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
サ

タ
・
チ
ャ
レ
か
す
み
」
の
参
加
者
と
一
緒
に
こ
の
１
年
間
、

養
殖
ワ
カ
メ
の
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
町
内
の
給
食
セ

ン
タ
ー
に
、
提
供
し
た
ワ
カ
メ
を
調
理
し
て
も
ら
い
、
小
学

校
を
訪
問
し
て
給
食
の
時
間
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ワ
カ
メ
の
養
殖
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
今
回
の
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
給
食
で
は
、
育
て
た
ワ
カ
メ
を
み
そ
汁
に
し
て
提

供
。
給
食
の
時
間
に
校
内
放
送
で
全
校
生
徒
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
３
、
４
年
生
の
教
室
で
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
っ
た
ワ
カ
メ
の
養
殖
の
様
子
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

出
前
講
座
を
行
っ
た
玉
置
瑠

り
ゅ
う

さ
ん
と
玉
田
光こ

う

き希
さ
ん
は

「
小
学
生
の
前
で
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
で
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ワ
カ
メ
の
作
り
方
を
教
え
ま
す
！

香
住
高
校
２
年
海
洋
科
学
科
ア
ク
ア
コ
ー
ス
出
前
講
座
（
３
月
８
日
、
佐
津
小
学
校
）

▲ 子どもたちに説明をする高校生の２人
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兵
庫
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美
方
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町
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住
区
香
住
870の
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TEL 0796・
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子
メ
ー
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ホ
ー
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ー
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役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
145

号
）
平
成
29
年
4
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

58）

22）

36）

12）

（平成 29 年 3月 1日現在）

18,527 人（－

8,895 人（－

9,642 人（－

  6,644 世帯（－

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
17
回

出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校

学校の略歴

平成 27 年 兵庫県立出石特別支援学校みかた校開校

〃 開校式挙行

〃 開校記念式典挙行

　

出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校
（
松
本
茂

樹
校
長
、
小
中
高
３
学
部
28
人
）
は
「
自
立 

協
同 

努
力
」
を
校
訓
と
し
「『
豊
か
な
こ
こ
ろ
』

を
育
み
、
障
害
の
克
服
に
努
力
し
、
社
会
の

一
員
と
し
て
可
能
な
限
り
自
立
で
き
る
力
を

培
う
」
の
教
育
目
標
の
も
と
、
個
に
応
じ
た

学
習
や
生
活
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
開
校
当
初
か
ら
隣
接
す
る
射

添
小
学
校
と
交
流
お
よ
び
協
同
学
習
に
取
り

組
み
、
鮎
の
放
流
、
ゲ
ー
ム
、
手
話
、
音
楽

な
ど
の
行
事
や
授
業
を
通
じ
て
お
互
い
の
理

解
を
深
め
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
学
校
や
地
域
と
の
交
流
も
大

切
に
し
て
い
て
、
村
岡
高
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
招

い
て
リ
ズ
ム
や
歌
で
英
語
の
魅
力
に
触
れ
た

り
、
同
地
区
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
い
そ
う

の
花
」
を
訪
問
し
、
高
等
部
の
生
徒
が
茶
道

の
授
業
で
学
ん
だ
お
手
前
を
披
露
し
た
り
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
射
添
地
区
運
動
会
に
も

参
加
し
、
射
添
小
学
校
の
児
童
や
射
添
地
区

の
人
と
の
演
技
で
は
、
客
席
か
ら
大
き
な
拍

手
が
わ
き
ま
し
た

　

ま
た
、
高
等
部
卒
業
後
の
就
労
に
つ
な
げ

る
た
め
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
作
業
学
習
を
行
い
、
資
格
の
取
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
校
長
は
「
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
『
み

ん
な
が 

か
が
や
き 

た
か
め
あ
う
』
を
目
標

に
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
輝
け
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
「
み
ん
な
の
が
っ
こ
う
」
は
終
了

し
ま
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ ジェニファーさんから英語の魅力を学ぶ子どもたち

▲ 図画工作の授業で絵を描く児童

▲ みんなで長楽寺に行きました


